
（別紙３）

〜 令和 7 年 10 ⽉ 25 ⽇

（対象者数） 18 （回答者数） 18

〜 令和 7 年 10 ⽉ 25 ⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・個々のスキル向上の為、講習等の参加をしていく。

2
・介護系無資格の指導員に対して、有資格者が内部研修等を
⾏い、技術向上を図る。

3
・個々の障害特性を⽣かし、役割分担、協⼒ができるような
環境を整えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・省スペースでの活動内容や、散歩や外出等の工夫をしてい
く。

2
・近隣の地域資源を活⽤して外出を重ね、遠出の外出を目指
す。

3

・経験年数が⻑い職員が在籍している。
・一人一人の発達段階やペースに合わせて学習教材を提供し
その他、⽣活⽀援を⾏っている。

・介護系の資格を取得している職員が在籍しているため重症
心身障害児の受け入れが可能。

・ミーティングにて利⽤児の情報を共有し、今必要な⽀援⽅
策を指導員全員で考え実践している。

・季節に応じたプログラムを実施している。
・近年のプログラムとマンネリ化しないようにしている。
・食育を含め、全員が参加できる活動や、経験・体験を楽し
んで参加できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・活動に制限がある。 ・借地のためハード面に限りがある。

・障害特性により遠出は難しい。
・利⽤児の人数や、障害特性等により、職員の人数確保が難
しい。

令和 7 年 10 ⽉ 6 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和 7 年 11 ⽉ 11 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名  ブルーミングキッズ こはる

○保護者評価実施期間 令和 7 年 10 ⽉ 6 ⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


